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京都府大江陶石鉱床概査報告

　　　　　　位置および交逼’
　大江陶石鉱床は京都府加佐郡大江町南有路部落の東方

3．2kmに位置し，この間は町村道であつて小型三輪車

を通じうる。また，南有路部落までは，山陰本線福知山

駅で分岐する河守鉄道の河守駅下車，あるいは福知山駅、

から出ている省営自動車有路線で，終点南有路下車を便

とするQ

　　　　　　　　現　　況・
　当鉱床は中村一恵によつて出願され，目下採掘準備中

であるQ

　鉱区所在地　京都府加佐郡大江町地内

　鉱区面積2424．04アール

　出願人中村一恵（京都府加佐郡大江町南有路

　　　　　1471）

　　　　　　　　地　　質
、当地域の地質は，秩父古生層に属する粘板岩およびこ

れを貫ぬく石英斑岩の岩脈からなる。古生層の粘板岩は

ζの附近に広く分布するもので，黒緑色を塁し，．その走

向はN70・｝800Wで，北方に400内外傾斜している。

石英斑岩はN700W方向にレソズ状に延びた小岩脈で

あつて，熱水作用を蒙つており，当陶石鉱床の原岩とな

』つている。

2個の鉱体からなり，，これを第1鉱体および第2鉱体と

命名したが，いずれも小規模のもので，量的には期待で

きない。第1鉱体は大江町南有路部落から何鹿郡志賀郷

村西方部落に通ずる町村道の郡境近くにあり，N750W

に延びたレンズ状鉱体であつて，牽向延長110m，最大

脈幅12m（平均脈幅8m）が確認された。第2鉱体は第

1鉱体の北西方0．7kmに位置し，：N650Wに延びたも

のであるが，第1鉱体に比較してさらに小規模なもので

その走向延長70mゴ最大脈幅7m（平均脈幅4m）であ
るQ

　　　　　　鉱石および品質

本陶石は塊状を呈し，節理面は酸化鉄のため，茶褐色

に汚染されているが，その内部は比較的白色である。今

回の調査において採取した第1鉱体産の陶石試料を，京

都市立京都工業研究所で昂質試験を実施した結果は次の

通りである。

試料：　原石0．5」をポケットミルで25時間誘砕し

たもの。
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　　　　　　　鉱　　床
本鉱床は石英斑岩の小岩脈を原岩とする浅熱水鉱床で

素地原料として不良

素地原料どして不良

素地原料として不良

本陶右の品質試験の結果，試料2および3は良好で，

素地原料とLての利用が可能である。

　なお，第1鉱体産の試料（選鉱物）の既往の分析結果は

次表の通りである。
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すなわち，本陶石は一般に可塑性に富み，焼成状態も

良好であり，選鉱を行えば一般の陶磁器用原料として使

用可能である。

　　　　　　　結　論
本鉱床の陶石は，品良的には比較的良好であるが，量

的に大きな期待が持でないため，計画的な採掘を行つて

売鉱することは困難と考えられる。現地附近に小窯を築

造して，小規模な製陶を行うことが望ましいo

　　　　　　　　　（調査き　塚脇祓攻）
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　　　　岡山縣・広島縣下の重石鉱床調査報告

岡山県・広島県下の重石鉱床として，広島県藍品郡阿

宇村阿宇鉱山，同県加茂郡原村小倉鉱山，岡山県都窪郡

庄村日本タソグステソ岡山鉱業所およびその西方3～5．

kmの地域に分布する浅原鉱床およびその他の旧坑を

調査した。阿宇鉱床は黒雲母花崩岩・半花醐岩ボ右英斑

岩中の小倉鉱床は黒雲母花崩岩中の1ともにペグマタイ

ト質石英脈に伴なう鉄満俺重石鉱床で，いずれもNNE－

SSW系の平行鉱脈群よりなる。岡山県庄村周辺地域の

鉱床は黒雲母花歯岩中に南北に平行して発達する10数

条の鉄満俺重石英脈群よりなり，前記鉱業所のほか．・，

浅原鉱山・水別鉱山等で稼行された。

岡山県の鉱床は広島県のそれに比べて，輝水錯鉱・黄

鉄鉱・黄銅鉱・方錯鉱・閃亜錯鉱等の硫化物を随伴する

ことが多＜，選鉱上に難点がある。浅原鉱山3号鑓以外

は全般的に低品位でかつ鉱床の規模が小さいからデ夫規

模の稼行は期待できない。（調査＝　土井啓司，抄録＝

岸本）
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一山口縣一大嶺田町重蜜附近の石次石鉱床概査報告

美彌線重安駅の西側山地を概査したもので，附近の地

質は秩父古生層のNeoschwagerina石灰岩を主とし，

その下に粘板岩層・硬砂岩層があり，これらはほ黛N

45《プ600E，25ρ》300NWまたはSEの走向傾斜を示し，

NE－SWの軸をもつて緩い摺曲を繰返している。石灰岩

は厚さ90～150mで，下部は瑳質であり，時に輝緑凝．・

灰岩・粘板岩が介在する。

原石は一般に均質で，締密塊状を呈し，CaCO3は92う

～98％（平均95％）で，や瓦珪酸に富む（1～3％）が，セ

メソト原料には適し。ている。

現在採掘されている地区だけで5，000万tの鉱量が見、

込まれ，その東部一帯を含む広範囲の調査が必要である。

　　　　（調査：　上野軍義，抄録：　非金属課）
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